
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月のマメ知識：【ご存じでしたか？ゴルフをすると税金がかかることを】 

日本にはおよそ 50 種類もの税金があります。今回はその中でもゴルフに関する税金についてお話しします。

例えば、友人とプライベートでゴルフをする際にも「ゴルフ場利用税」という税金がかかります。ゴルフ場利 

用税は、ゴルフ場が開発許可や道路整備など行政サービスと密接な関係があること 

や、他のスポーツ施設と比較して利用料金が高額であることから、その利用者には 

「税金を納める力がある」とされ、標準税率として１人１日につき 800円を利用者が 

負担するものです。ただし 18歳未満の方、70歳以上の方、障害者の方などについて 

は、非課税となっています。またゴルフ場によっては、天然温泉が楽しめる入湯施設 

もありますが、その場合には「入湯税」がかかります。入湯税は、鉱泉浴場所在の市

町村が課する目的税であり、標準税率として１人１日につき 150円を利用者が負担するものです。その使途と

しては、環境衛生施設や鉱泉源の保護管理施設などの整備、観光の振興などに要する費用に充当されます。 

今月のキーワード：【五月雨】 
五月雨という言葉は「５月頃に降り続く長雨」の

他にも「断続的に続くことの例え」でも使われま

す。ビジネスで何度もメールを送る際に「さみだ

れ式に申し訳ございません」などと表現しますが、

これは“I'm sorry for sending you so many emails 

in a row.”や“I apologize for sending you email 

after email.”といいます。また軽い感じで「何度

も迷惑をかけてゴメン」は“Sorry to bother you 

so many times.”です。上記の“apologize”は「謝

罪する」、“bother”は「悩ます」という意味です。 

来る６月１４日は「手羽先記念日」。「幻の手羽先」

を看板商品に、全国で約 80 店舗を展開する居酒屋

チェーン「世界の山ちゃん」が、１９８１年のこ

の日に１号店を開店したことに由来します。手羽

先といえば鶏肉でも人気の部位ですが、それもそ

のはず。ビタミンやミネラル、タンパク質といっ

た栄養素が豊富に含まれているのみならず、だし

に使われるほどうま味も濃厚。さらにコラーゲン

たっぷりな食材なので、美肌効果も期待大！残念

ながら低カロリーで知られる胸肉やささみと比べ

ると、高脂質な鶏皮の占める割合が大きく、ダイ

エット向きとはいえないかもしれませんが「手羽

先といえば甘辛」という方も趣向を変えて、柑橘

類の果汁やハーブなどでシンプルな味付けにすれ

ば、気になるカロリーも抑えられそうです！記念

日にはお肉屋さんで、スーパーで、あるいは「世

界の山ちゃん」のウェブショップで、おいしい手

羽先を買い求めてみてはいかがでしょうか。 

食品用ラップの端がロールに張り付いて取り

にくいときは、ラップ本体を箱から取り出し

て、冷凍庫に５分ほど入れておくと、簡単には

がせるようになります。低温はポリエチレン

を分子レベルで変化させ、静電気や粘着性を

除去するのに役立つそうです。 

４月２７日は松下幸之助さんの命日でした。亡くなる数日前「喉に管を入れるから辛抱してください」と声を

かけた主治医に、振り絞るような声で「いやいや、お願いするのは私です」と答え、それが最期の言葉だった

そうです。苦しい病の床にありながらも相手を思いやる。改めて「経営の神様」の偉大さに心を打たれます。 
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今月の商売のヒント：【１日が 25 時間だったら】 

 

 

「あと１時間あれば・・・」と思うことはありませんか。これは、ある大学での話です。世界的なベストセラ

ー『７つの習慣』を取り上げた講義の中で、教授が生徒に聞いたそうです。「１日が 25 時間になったら、あな

たは増えた１時間を何に使いますか？」。 

この質問は『７つの習慣』で提唱している「時間管理のマトリックス」という時間の使い方を意図したもので

した。多くの人は日常の大半を、期限のあることや差し迫った問題など「緊急かつ重要」なことに使っている

が、人生を豊かにしたければ「緊急ではないけれど重要」なことに取り組んでいくとよいという提案です。「緊

急ではないけれど重要」とは、心身のリラックス・新しいことへのチャレンジ・運動・家族との時間など、自

分を成長させる学びやワクワクする喜びなどのことであり、その最たるものは「自分が本来やりたかったこ

と」です。 

やったほうがいいと思っているけれど、つい後回しにしていること。そのうちやろうと思っているけれど、な

んとなく先送りにしていること。商売でも思い当たる節はありませんか。とはいえ、いくらワクワクする時間

の使い方を想像しても、実際に１日が 25 時間になるわけではありません。だからこそ、この架空の１時間を

24 時間の中で意識的に作り出せたら、商売も人生もより充実するでしょう。「意識が変われば行動が変わる。

行動が変われば習慣が変わる。習慣が変われば人生が変わる」といわれます。 

時間を増やせば解決すると思っているうちは、いつまで経っても「あと１時間 

あれば・・・」のまま。時間の使い方で商売も人生も激変する可能性があるのです。 

【スタッフブログ】 

今年 1～3 月に自宅で亡くなった一人暮らしの人が全国で計 2 万 1716 人（暫定値）確認され、うち 65 歳以上の

高齢者が約 1万 7千人で 8割近くを占めており、年間の死者数は約 6万 8千人と推計されているそうです。 

孤独死の可能性がある高齢者というだけで住まいを借りる上で厳しい実態があり、賃貸のオーナーつまり大家さ

んの 41.8％が高齢者の入居を受け入れていないということが分かりました。自治体や支援団体による安否確認

サービスなど、持続可能な仕組み・サポート体制の強化に期待したいものです。 


